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先
生
作
》

吉
田
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
昼
食
会
。

そ
の
後
12
・
１
・
２
月
生
ま
れ
の
方
に
誕
生
花

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
記
念
写
真
（
左
の
写
真
を
参
照
）
。

最
後
に
恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。

賞
品
は
瀬
川
さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ
た
せ
ん
べ

い
、
家
庭
菜
園
で
と
れ
た
大
根
（
吉
田
支
部
長
）
、

長
ネ
ギ
（
五
十
嵐
）
、
根
付
（
和
田
）
な
ど
参
加

者
は
全
員
な
に
か
を
も
ら
え
ま
し
た
。

暖
か
い
青
空
の
下
で
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
誕
生

会
を
元
気
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

低
水
路
と
は
、
常
時
水
が
流
れ
て
い
る
箇
所
を

言
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
堤
防
と
堤
防
に
挟
ま
れ

た
所
に
、
普
段
は
水
が
付
か
ず
大
河
川
で
は
運
動

場
な
ど
で
利
用
し
て
い
る
箇
所
を
高
水
敷
と
言
い

ま
す
。

高
水
敷
を
掘
削
し
て
川
の
流
れ
る
断
面
積
を
拡

大
し
た
ら
、
多
く
の
雨
水
を
流
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
言
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
高
水
敷
は
堤
防

を
守
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
、

現
在
大
河
川
で
は
、
下
流
部
で
低
水
路
の

浚
渫
を
実
施
し
少
し
で
も
雨
水
が
海
に
早
く
流

し
ゅ
ん
せ
つ

れ
出
す
様
に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
代
の
高
度
成
長
期
、
砂
利
等
の
骨
材

は
、
河
川
砂
利
が
主
で
し
た
。
し
か
し
、
大
量
に

骨
材
を
採
取
し
た
た
め
、
河
床
が
低
く
な
り
、
既

存
の
水
道
水
・
農
業
用
水
の
取
水
口
で
水
を
取
り

込
む
事
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
為
、
多
く
の
河
川
で
「
砂
利
採
取
禁
止
」

に
し
た
事
に
よ
り
、
取
水
口
・
橋
脚
の
強
度
は
保

た
れ
ま
し
た
が
、
土
砂
等
が
河
川
の
低
水
路
に
堆

積
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
の
骨
材
は
山
砂
利
が
主
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
河
川
の
砂
利
採
取
を
一
部
解
除
し
採
取
さ
せ

る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

公
共
事
業
と
し
て
、
砂
利
等
の
浚
渫
を
公
費

で
行
う
よ
り
、
砂
利
採
取
を
民
間
に
許
可
す
る
こ

と
に
よ
り
、
公
費
支
出
を
減
ら
し
逆
に
民
間
に
許

可
す
る
こ
と
に
よ
り
、
砂
利
採
取
料
金
を
徴
収
す

れ
ば
赤
字
財
政
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
低
水
路
掘
削
を
し
て
も
、
越
谷
市
付
近

で
は
海
水
の
干
満
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
水
量

が
海
に
流
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
色
々
な
対
策

を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
な
い
と
効
果
が
上
が
り

ま
せ
ん
。

（
３
班

和
田
幸
雄
）
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き
た
み
草
句
会
か
ら
の
投
稿

大
仏
の
手
に
遊
び
お
り
寒
雀

飛
山
ま
す
み

虐
待
の
連
鎖
広
が
る
底
雪
崩

山
城
葉
光

寒
波
来
る
ス
ク
ラ
ム
堅
し
猿
団
子

広
瀬
久
雄

冬
木
立
少
し
休
ん
で
蓄
え
て

山
田
夢
子

水
滴
の
窓
辺
を
の
ぞ
く芽

吹
き
の
木

咲
沢
美
江

汚
染
水
流
せ
ば
海
の
陽
炎
え
り

金
子
ま
さ
江

空
襲
の
火
傷
の
幹
に
ひ
孫
の
芽

浅

草

寺

望
月
た
け
し

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１
月
号
（
2
8
4
号
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
再
掲
載
し
ま
す
。

（
誤
）

寒
風
に
反
れ
る
樹
一
揆
の

地
を
つ
か
む

（
正
）

寒
風
に
反
る
樹
一
揆
の

地
を
つ
か
む

望
月
た
け
し

【
囲
碁
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
１
、
３
、
５
月
曜
日

日
時：

3
月
7
、
21
日
（
金
）
13
時
～
17
時

会
場：

北
部
市
民
会
館

２
階
和
室(

う
め)

会
費：

半
年

６
０
０
円

連
絡
先：

内
藤(

９
６
５)

３
１
４
９

【
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
２
木
曜
日

日
時：

3
月
10
日
（
木
）

12
時
～
15
時

会
場：

「
シ
テ
ィ
ペ
ア
」
越
谷
駅
東
口
徒
歩
１
分

会
費：

１
，
０
０
０
円

連
絡
先：

吉
田

０
９
０(

５
４
９
９)

１
７
０
８

【
南
部
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
３
木
曜
日

日
時：

3
月
は
中
止

会
場：

蒲
生
茜
町
ス
ナ
ッ
ク
「
エ
ア
ポ
ー
ト
」
、
13
時

会
費：

１
，
５
０
０
円(

飲
み
放
題
＋
お
つ
ま
み)

連
絡
先：

飯
田
０
９
０
（
２
３
１
５
）
６
８
４
６

【
北
部
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
４
火
曜
日

日
時：

3
月
22
日
（
火
）
13
時
～

会
場：

ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
ベ
ス
ト
10
せ
ん
げ
ん
台
店

会
費：

５
０
０
円

連
絡
先：

足
立

０
８
０(

４
９
３
０)

３
５
７
９

【
ス
マ
ホ
＆
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
】

日
時：

3
月
11
日
、
25
日
（
金
）
13
時
半
～

会
場：

越
労
連
事
務
所

会
費

無
料

連
絡
先：

五
十
嵐

０
９
０(

７
８
１
０)

１
３
４
８

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
１
回
、
３
ゲ
ー
ム

日
時：

3
月
19
日(

土
）

会
場：

「
松
原
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
」
、
14
時

会
費：

実
費

連
絡
先：

舟
山(

９
８
５)

１
９
０
８

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
】

日
時：

毎
週
火
曜
日

８
時
半
～
12
時

会
場：

「
南
越
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

会
費：

無
料

連
絡
先：

吉
田

０
９
０(

５
４
９
９)

１
７
０
８

【
踊
り
の
会
】
毎
月
第
２
金
曜
日

日
時：

3
月
11
日
（
火
）
10
時
半
～

12
時

会
場：

「
け
や
き
荘
」
（
集
会
室
）

会
費：

無
料

連
絡
先：

小
林
０
９
０(

７
２
２
４)

３
０
１
０

第
60
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

日
時

３
月
７
日
（
月
）
９
時

集
合
場
所

越
谷
駅
東
口

梅
林
公
園
コ
ー
ス
（
５
㎞
）

☆
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

水
災
害
対
策
シ
リ
ー
ズ
（
パ
ー
ト
6
）

河
川
の
低
水
路
掘
削
で

洪
水
が
防
げ
る
の
か

左から

和田幸雄さん

森 秀 夫さん

川原利雪さん

内藤宗助さん

古川正治さん

森山久子さん

石 山 博さん

橋本キミさん

山本英郎さん

足立秀機さん

大久保勝治さん

五十嵐光範さん

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
約
サ
ポ
ー
ト

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
第
３
次
接
種
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
で
な

い
方
、
ま
た
は
不
慣
れ
で
予
約
に
困
っ
て
い
る

方
、
支
部
で
は
パ
ソ
コ
ン
で
予
約
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

日
時

２
月
18
日
（
金
）
、
２
月
25
日
（
金
）
、

３
月
４
日
（
金
）
、
３
月
11
日
（
金
）

13
時
30
分
か
ら
15
時

場
所

越
労
連
事
務
所

（
市
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
３
回
目
接
種
券
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

五
十
嵐

０
９
０(

７
８
１
０)

１
３
４
８


